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―設立の想い―

良医を育てるために
人間教育と勉学と体づくりを織り交ぜた
特色ある教育を行う
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　1970（昭和45）年、戦後初の新設医科
大学として設置された川崎医科大学の開学と
同時に開校した川崎医科大学附属高等学校
は、「陶冶性の豊かな高校時代に、理想的な
全人教育を施し、川崎医科大学の中核と
なるべき青年を育成したい」という創設者
川﨑祐宣の理想のもとに、日本で唯一の
“医科大学附属”の高等学校として誕生した。
　良医を育てるため、人生において最も多情
多感で、人格形成が行われるのに最適な
高校時代に、特色ある教育を行いたいという
強い思いで設置に踏み切った。
　「川崎学園創立10周年誌」には、教育方針
の特色として、「（ 1 ）全寮制、（ 2 ）豊かな
人間性を育てるカリキュラムの活用、（ 3 ）少
人数教育、（ 4 ）施設・設備の活用」と書かれ
ており、9 年一貫で良医を育てる特色を備
えた学校であった。そして初代校長および
教職員は、全国の高等学校の先頭に立って

「新しい高校教育のパイオニアになろう」と
いう意気込みで取り組んだ。
　また祐宣は全寮制の実施を主張し譲らな
かったという。寮生活には人間形成力が
あり、初めて親元を離れた生徒たちが自立心
を育み、他人と暮らすことによって人間的に
幅を持ち、独立心も強くなるとの思いがあっ
た。50年の時を経て、大きく世の中は変わり、
寮の施設・設備もリニューアルされたが、当時
の思いはそのまま受け継がれ、現代の附属
高校生の人間形成に大いに役立っている。
　現在、豊かな人間性と思いやりの心を
持った“真の医師”を育成するための多彩で
ユニークな教育プログラムを実施することに
より、生徒たちを良医の道へと導き、創設者
の思い描いた夢を実現しようとしている。

人
ひ と

間をつくる
体をつくる
学問をきわめる

建学の理念
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川崎医科大学附属高等学校
校長  新井 和夫
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1970（昭和45）年	 3月	 	川崎医科大学附属高等学校設置認可	
プレハブ校舎建築	
（都窪郡庄村松島252-1番地）

	 3月	 	昭和45年度入学者選抜第1次試験を	
岡山県立岡山大安寺高校にて実施

	 4月	 	川崎医科大学附属高等学校	開校	
（初代校長	川端	清）	
〔医科大学校舎（現	医療短期大学校舎）
を使用〕

	 4月	 第1回入学式

	 6月	 開学式

1971（昭和46）年	 3月	 	校舎および寄宿舎完成	
（倉敷市生坂1661番地）

	 4月	 松島校舎から生坂校舎に移転

1972（昭和47）年	 6月	 	落成記念式（校舎・寮舎・体育館・	
武道場）

1973（昭和48）年	 3月	 第1回卒業式

1998（平成10）年	 3月	 旧大学男子寮を改修し女子寮とする

2012（平成24）年	 2月	 新女子寮竣工

	 4月	 	女子寮（旧大学男子寮）を改修し男子寮
とする

2017（平成29）年	 4月	 新男子寮竣工

2018（平成30）年	 3月	 校舎棟・サービス棟耐震補強工事完了
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 ～川崎医科大学附属高等学校のあゆみ～
一路春風

学校要覧（1970年） 寮のしおり（開校当時）

川崎医科大学附属高等学校
設置認可書

川崎医科大学附属高等学校
設置認可申請書

開校式（1970年4月） 川﨑祐宣初代理事長宅への招待

第1回卒業式（1973年3月）

川崎医大付属高で入試
（山陽新聞1970年3月26日）

寄宿舎とサービス棟完成
（山陽新聞1971年4月10日）

第1回入学式（1970年4月）

完成したばかりの校舎と体育館（1971年）
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「寮だより」B5サイズ横・モノクロ印刷 「生坂だより」に名称変更

A4サイズ・カラー版に変更 第155号より「いくさか」に
名称変更

生坂校舎全景（開校当時）

学生寮（1971年頃）

飯ごう炊さん（開校当時）

開学式の日に松島校舎
から生坂に飯ごう炊さ
んに行ったことが始まり。
現在も恒例行事として
毎年春に新入生を歓迎
して行われている。

　「生坂だより」の前身は、1970年6月に発刊された「寮だより」だった。それには、生徒の生活の様子はもち
ろんのこと、学校の歴史や各種行事、随筆、紀行文、自然、生徒作文などが質の高い文章で書かれていた。
また書き手の教員の多くが舎監との兼任で、生徒の学業と生活の両面にわたる指導の様子がよく伝わって
いる。本校の正史とまでは言えなくとも、人情あふれ、文学性を備えた校史と言える。名称が「生坂だより」
となったのは1982年の第59号から。それから2007年の第144号まで同じ体裁で発行してきた。これまで

は文章中心であり、文章ならではの味というものがあった。しかし文字離れや情報の多様化によって簡略で明快なものが求められる
時代の流れもあり、文章の良さを残しながらも視覚的な情報を取り入れ、さらにPR的要素を加えたものを本校の広報誌として発刊す
ることになった。	 「生坂だより」vol.145	2007年7月発行　編集後記より

思か わ ら ぬ 　  い

　校長面接は、ある程度学校や寮に慣れた2学期初めに行います。生まれて初めての環境に、
せいいっぱい取り組み、大きな自己変革をしている姿が、頼もしくもいじらしくも感じられます。2
年生の面接では、自主的な計画を立て努力を続けている者が多く、大人になっていることに驚き
ます。新設医大や同種の高校に向けられている世間の目をも正面から受け止め、物凄いファイト
で勉学に取り組んでいる何名かの生徒に圧倒されたこともありました。
� （寮だより№27　昭和50年12月20日発行より抜粋）

川端　 清
初代校長（1970年4月～1978年3月）

広報誌
の変遷

創刊号 1970年6月 第59号 1982年5月 第145号 2007年7月 第182号 2019年10月



“人間力”と“知性”を身につける
目標は「ドクター」。９年一貫で良医を目指す。
医科大学附属高校として知識・教養、人間力を身につける独自の教育プログラムを実施。

134 135

ドクターロードで 
良医としての基盤をつくる
　「ドクターロード」は、総合的な学習の時間として1・
2年生で実施。現代医学教育博物館見学、川崎医
科大学附属病院医師へのインタビュー、メディカル
スクール・アワー、医科大学体験実習、総合医療福
祉施設「旭川荘」での研修、卒業生講話会、テーマ
スタディなどの、体験や実習・講義を通して医療の
大切さや厳しさを学び、やりがいを感じ、良医を目指
す自覚を育んでいる。

現代医学教育博物館
見学レポート

テーマスタディ　 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に
判断し、よりよく問題を解決する能力を身につける。

メディカルスクール・アワー
医科大学の教員による授業。医学への興味関心を持たせると同時に、医師に
なるために必要な素養を考えさせ、今自分がなすべきことに対して積極的に
取り組む動機付けをする。

医師へのインタビュー
生徒がマンツーマンで附属病院の医師にインタ
ビューを行い、臓器や診療に対する知見を増や
し、医師の仕事の魅力を見出す。また、医師への
道の険しさをも知る。

現代医学教育博物館の見学
現代医学の一端に触れさせ、将来学ぶ
医学への興味関心を持たせる。また、興
味を抱いたテーマについて調べ、まとめ
ることを通じて、学習意欲および進路意
識を向上させる。医学を学ぶ上でどのよ
うな学習をしておかなければならないか
を体感する。
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卒業生講話会
卒業生である先輩医師に現在の活動内容や
高校時代のこと、大学時代、研修医時代など
の話を聞き、自分が将来どのような医師を目
指すか、今何をする必要があるかを考える。

医科大学体験実習
医科大学の基礎医学教室で行っている研究
活動を体験し、研究の重要さ、奥深さを知る。
医学を学ぶには物理・化学・生物・数学など
高校での学習が重要であることも認識する。

附属病院見学
最先端の医療機器や医療環境を見学するこ
とで、医師になる上で何を学んでおく必要が
あるかを感じ、学習意欲を高める。

生物解剖実習
医科大学入学前研修で、大学で学ぶ力や解
剖の手技、生命を大切にする態度を養うため
に行っている。

授業風景

多彩な体験型の教育プログラムだけでなく、教科指導も充実

理科演習風景
物理・化学・生物3科目の問題に取り組む理
科演習。生徒が自力で解答することが基本だ
が、各科目担当の教員への質問や生徒同士の
学び合いも行っている。

美術クラブ授業風景（英語） 授業風景（生物）

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

授業時間以外でも教員が
個別に対応
きめ細かな学習、個に応じた指導を実現
するため、必要なときには教員に質問・
相談できる環境を整えており、教員室の
前や学習室のブースでは、生徒が熱心に
質問している。

個別指導

英語の質問対応

学習室

開校当時の授業風景 　英語の授業は当時としては先進的なLL教室で行い、理科教室には1人1台の顕微鏡など、
充実した実験・観察の器具が整えられていた。



Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～
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男子寮の室内（２～４人の共同部屋）女子寮談話室男子寮外観

男子寮の寮旗

　学生寮は開校当時、３棟（６寮）の男子寮と１棟（１寮）の女子寮で構成され、一寮ごとに約30人
の生徒が、個室ではなく大部屋で共同生活を送った。寮の生活は規則正しく、朝６時半に舎監によ
る起床の放送で目覚め、朝の学習、授業、部活動、夜の一斉学習そして自由時間まで決められていた。
生徒たちは、慌ただしいスケジュールと慣れない共同生活に最初は戸惑いながらも、やがて学習習
慣を身につけ、友情を築き、人間として成長していった。

食堂

寮生活

部活動・クラブ活動 

仲間と共有する時間は、高校生活の大切な思い出となり、将来の大きな糧となる。
敷地内にある寮で生活を共にし、多彩な部活動に打ち込むことにより、
人
ひ と

間としての成長を目指す。�

健康な身体と豊かな人間性を育むスクールライフ

　勉強に集中する環境を整えるとともに、自立心や協調性
といった社会人としての基礎を身につけ、「良医」に育って
ほしいとの思いから、本校の生徒は全員が敷地内にある
寮で生活を共にする。舎監・寮職員も共に暮らす安全で快
適な環境の中、同じ志を持ったたくさんの仲間と助け合い、
生活をしていくことで、学力だけでなく生徒を一人の人

ひ

間
と

として成長させてくれる。

会食会
生徒会が主催し、教員、生徒が参加して食堂で会食する。
新入生歓迎会食会、体育祭前夜祭、ハロウィーン会食
会、バレンタイン会食会等がある。

　建学の理念の柱の一つ「体をつくる」ことを目標に、スポーツを通して心身の
健やかな成長を図り、将来、医師として活躍するための体力と人間性を養って
いる。運動部へ全員が入り、放課後活動している。
　また、音楽・美術・茶道など文化クラブの活動も行っており、日頃の芸術の成
果を文化発表会で発表している。

文化発表会バスケットボール部バドミントン部

「学年通信」－保護者とのかけはし－
生徒たちと離れて暮らす保護者の方へ「学年通信」
を学期ごとに作成し送付している。「学年通信」には、
成績状況や指導方針、生徒たちの学びの様子や学
校行事などのスクールライフを詳しく掲載。その他に、
インターネットを活用した情報提供も行い、さまざま
な方法で学校
での生徒たち
の姿を伝え、
保護者と共有
している。

男子寮外観 個室

男子寮談話スペース 女子寮談話スペース

開校当時の寮生活



各種講演会
幅広い知識や多様な考え方を有する人材の育成を目的
に食育講演会・人権教育ならびに性に関する教育講演会・
国際理解講演会を実施している。

高大連携・ドクターロード

Since  1970
川 崎 医 科 大 学 附 属 高 等 学 校
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建学の理念を具現化するために、さまざまな活動を通して、多様な他者と協働する力、集団における課題を解決する力、自
己実現を図ろうとする態度などを育成している。

新入生歓迎飯ごう炊さん
3学年混合の班に分かれて料理を作り、
互いの親睦を深める。

修学旅行〔2年〕
沖縄方面に4泊5日で実施。平和学習や民泊・マリンスポーツ等を体験する。

一泊研修〔1年〕
座禅体験、長島愛生園見学、備前焼
体験やアウトドアクッキング等グルー
プで協力しながら物事に取り組むこ
との大切さを学ぶ。

体育祭
出身地別に東・中・西の3軍に
分かれて対抗戦を行う。

心肺蘇生法講習会〔1・2年〕
一次救命処置の手順に従い、胸骨圧
迫と人工呼吸、AEDの使用方法を
学ぶ。

校内駅伝大会
本校外周を1周する1.7キロ、7区間のコース
を７チームで競い合う。

校内スポーツ大会
年2回、秋と冬に実施。

校外清掃活動
期末考査が終了した日に、有志により学校周
辺の清掃活動を行う。

病院見学〔2年〕
救急科のドクターヘリ、
放射線科のMRIなど、
附属病院のいろいろな
施設・設備を見学する。

旭川荘研修
総合医療福祉施設であ
る旭川荘での研修を通
じて、人間は互いに尊重
すべき存在であることを
学ぶ。

食育講演会

国際理解講演会でのグループ活動

学 校 行 事健康な身体と豊かな人間性を育むスクールライフ
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「いまやらねばいつできる
　　わしがやらねばたれがやる」扁額

今も受け継ぐ「 戒めの 合い言 葉 」

　「いまやらねばいつできる  わしがやらねばたれがやる」は、彫刻家平
ひらぐし

櫛田
でんちゅう

中（岡山県井原市出身）
の名言です。川﨑祐宣先生は、尊敬する田中から直接聴いたこの言葉が忘れられず、自身の中の
“合い言葉”として心の中に存在し続けていました。
　1988（昭和63）年の新年互礼会での川﨑祐宣理事長の挨拶では、「あと 2 年で学園が成人の
仲間入りをする（1990年に創立20周年）」こと、そして「これからの 2 年間、皆様方がそれぞれの
職場で『俺がやらねば誰がやる  いまやらねばいつやれる』というような気概をもって仕事に当たっ
ていただきたい」と、田中の言葉を引用し語りかけました。
　このことがきっかけとなり、この言葉を広く学園内に周知、普及しようと扁額が作製されました。
扁額は、当初は医科大学、医療短期大学、附属高校など 7 か所に掲げられ、教職員や学生をはじめ、
見る人の心の戒めとなりました。

附属高校（図書室）医療短期大学 （200号大講義室入口）
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かわさきこども園
園長  三宅 美智子

　川崎学園では、女性の活躍の場の広が
りに伴い、子育て支援の重要性が増す中、
2005（平成17）年に川崎医療短期大学医
療保育科を開設し、医療の専門性を備え
た保育者の養成を行ってきた。また、2017
（平成29）年には川崎医療福祉大学に子
ども医療福祉学科を開設し、 4年制のカリ
キュラムのもと、さらに専門性の高い保育士、
幼稚園教諭の育成を開始した。こうした中、
2016（平成28）年、新しいこども園の開設に
向けて舵を切ることとなった。
　短期間の準備であったが、2017（平成
29）年 3月に着工し、2018（平成30）年 4月
に開園した。
　以来、「未来（いま）を、よりよく生きる子ど
も」「自分を大切にし、ひとを愛する子ども」
「伸び伸びとして、健やかな子ども」「素晴ら
しいことに出会い、感動できる子ども」を目標
に、地域に根差した園経営を行いながら、
子どもの健やかな成長を応援している。
　かわさきこども園は、保育者はじめ医療
福祉の専門職を目指す学生たちのさらなる
教育環境充実のための実習施設としての役
割も担っている。志を持った学生と園児が
同じキャンパス内でその存在を感じ触れ合う
ことで、お互いの成長に大きな相乗効果が
生まれている。
　かわさきこども園は、これからも保育士・
幼稚園教諭養成校を擁する学園としての
専門性を十分生かすとともに、医療・社会
分野での専門性も加えて、子ども一人一人を
大切にした教育・保育を実践していく。

基本理念 人
ひ

間
と

をつくる
体をつくる
生涯にわたる知の基盤をつくる

―設立の想い―

子どもたちの健やかな成長を支援するとともに
医療福祉の専門職を目指す学生たちの
実習の場としても期待 



こども園ができるまで
　2016年 6 月、倉敷市社会福祉施設等整備計画に応募。約 2 年間の構想・建設期間を経て、2018年 4月1日、開園式を迎えた。
周辺環境を考慮したデザインの園舎は、2019年に第13回倉敷市建築文化賞“奨励賞”を受賞した。
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クヌギの木（シンボルツリー）
季節の移り変わりや一日の時間
の変化を体感できる。

くぬぽん
（こども園のマスコット）

えほんコーナー
医療福祉大学の校
舎入口あたりが見え、
大学との一体感が感
じられる図書室の丸
窓。子どもたちは、常
に大学生を身近に感
じられる。

■ 起工式（2017年3月） ■ 建築中（2017年8月） ■ 開園式（2018年4月）■ 園舎竣工（2018年2月）

伊東香織倉敷市長より祝辞
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か わ さ き こ ど も 園



食育の取り組み

　子どもたちの五感を刺激するおいしい給食を目指し、自園調理による完全給食を実施。専門の管理栄養士が食事バランスや食物
アレルギーに留意しながら、「旬の食材」「おいしさ」「食器」「献立」への“4つのこだわり”で、すべての園児に安全でおいしい給食を提供。
子どもたちはいろいろな食材を食べることができるようになり、成長
に向けた体づくりを行っている。
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すべての園児に安全でおいしい給食を

生涯にわたる知の基盤をつくるために
感動する心を基盤に、観察力、洞察力、判断力の基礎を培い、
経験したことや自分の考えを表現する力と遊びを通した学びに向かう力を育むために、
子どもたちが興味を持って参加できる、さまざまな取り組みを行っている。

3歳児と4歳児の園外保育
大好きなドクターヘリを見学

ふるさとの森で園外活動
「ふるさとの森」での自然体験はドキドキがいっぱい
子どもたちの知的好奇心が育まれる

ポーチュラカの植栽
〈8月〉駐車場のロータリーの
花壇でポーチュラカの苗植え
体験

〈9月〉大きく育ったポーチュラカに大喜び

給食室
行事食「お月見ランチ」

現代医学教育博物館見学
聴診器で心臓や肺の音を聞く体験を
している子どもたち

給食参観



臨床栄養学科
食育活動の一環で実習生が「食
品としての野菜の働き」につい
て説明。子どもたちからの反応
を受け止めながら共に成長する。

子ども医療福祉学科
こども園の環境や生活の様子を
観察するとともに、子どもとの関
わりを実践する中で学びを深め、
保育専門職への意欲を高める。

保健看護学科
乳幼児の生活、遊び、環境の実
際を知り、看護の視点から乳幼
児の特性や接し方について実
践を通して学ぶ。

看護科
乳幼児の成長、発達と保育の
実際を知り、子どもの特性をと
らえ、小児看護についての理解
を深める。
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　かわさきこども園では、医療福祉の専門職を目指す学生たちの実習施設としての役割を担うため、多くの学生と園児とのふれあいの
時間を大切にしている。

かわさきこども園の一年
「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　生涯にわたる知の基盤をつくる」の基本理念実現のため、
年間を通して、工夫されたさまざまな行事を行っている。「ふるさとの森での自然体験」や

「ドクターヘリ見学」など、川崎学園ならではの施設を使って行事が行えるのも大きな魅力の一つ。

七夕会
七夕の時期に合わせて七夕の由来を知り、
日本の伝統文化に興味を持てる取り組みを
している。年長クラスの園児が「たなばたさ
ま」のうたに合わせて踊りを披露。

親子遠足
倉敷科学センターで親子一緒に科学の面白
さを体感。

入園式
園長が絵を使って「こども園は楽しいことがいっ
ぱいありますよ」と、新入園児に語りかける。

春

運動会
運動会のオープニング。「かわさき」にちなんで、み
んなで考えたキャッチコピー「か：かわいい笑顔が
あふれてる」「わ：笑い声が響いてる」「さ：最後ま
で頑張る子」「き：キラキラ輝く元気な子」と、声を
合わせて呼びかける。

お月見会
2階の子育て支援室
で行ったお月見会。パ
ネルシアターでお月
見の話を紹介。

秋

生活発表会
3歳以上の園児全員で園歌「かわさき
こどもえんのうた」を元気な声で合唱。

クリスマス会
0歳児はサンタクロー
スからプレゼントをも
らって大喜び。

新年のつどい
手作りの獅子舞が登
場して、子どもたちの
健康と成長を祈願。

冬夏

こども園の
四季

医療福祉大学・医療短期大学の実習施設として

医療福祉大学の実習 医療短期大学の実習

こどもの日のつどい
青空を元気よく泳ぐ鯉のぼり
に子どもたちから大歓声。

Since  2018
か わ さ き こ ど も 園
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ヒポクラテスの木

３度目の 移 植で根 付いた学 園 の 象 徴 の 木

　附属病院正面玄関前の庭園に植えられている一対の木 ――  　「プラタナス」。
　「プラタナス」は、「スズカケノキ科スズカケノキ属」の種の総称で、実がたくさん集まって4 ~ 5 ㎝
の球状（集合果）となり、その球の 3 ~ 5 個が 1 つ軸に垂れ下がる様子が木に鈴を吊るした様に
見えるため、和名では「鈴懸（すずかけ）の木」と言います。
　「プラタナス」の原木は、医聖といわれる古代ギリシアの医師ヒポクラテス（紀元前 5 世紀）の
故郷コス島の町の広場にあります。この原木の木陰でヒポクラテスが弟子たちに医学・医術や医の
精神を説いたといわれることから、別名「ヒポクラテスの木」と呼ばれています。
　川﨑祐宣先生は、「ヒポクラテスの会」会長に苗木の移植を希望し、中央病院（現日本赤十字
医療センター）から移植しました。祐宣先生自ら移植する場所を選び、1980（昭和55）年に 2 回移植
を試みましたが根付かず、1981（昭和56）年に
3 度目の移植でやっと根付きました。
　現在は 2 本とも大きく成長し、病院や学園を
訪れる人や道行く人 を々そっと見守っています。
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―設立の想い―

優秀なる技術者を養成して
社会ならびに医学界に貢献する

　リハビリテーションは、治療の医学・予防の
医学に続く第 3 の医学として、世界各国とも
急速な進歩を遂げつつあったが、昭和40年代
の初め頃には治療施設は少なく、理学療法士
や作業療法士の養成機関は、全国でも10指
に足りない状況であった。
　創設者川﨑祐宣は、前々からリハビリテー
ションの重要性に着目して、いち早くこれ
を取り上げ、川崎病院には昭和30年代の初
めから理学療法科が設置されていた。1970

（昭和45）年に発足した川崎医科大学にも、
当初からリハビリテーション医学教室設置の
構想があった。
　そのような背景の中、川崎リハビリテーション
学院は、医学的リハビリテーションの専門職
としての理学療法士・作業療法士を養成し、
社会ならびに医学界へ貢献することを目的に、
1974（昭和49）年に開設された。設置運営
は財団法人川崎病院、開設場所に川崎学園
の構内が選ばれたのは、患者と地域社会の
連携・リハビリテーション医学の研究・医科
大学と一体の医学教育をねらうなどの新しい
構想によるもので、その計画は関係各方面に
強い共鳴と協力を得ることができた。
　今日までに2,000人を超す有為な理学療
法士・作業療法士を世に送り、卒業生は各
施設で指導的な立場に就いて活躍している。
これからも素晴らしい環境の中、より豊かな
人間性を有する実力のある理学療法士・作業
療法士の養成を目指していく。

学校理念 人
ひ

間
と

をつくる
体をつくる
医療福祉学をきわめる
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Since  1974
川 崎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院

川崎リハビリテーション学院
学院長  花山 耕三
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　本学院の卒業生にとっては、開校時から2006年まで使用した「旧
校舎」への親しみと愛着が今でもある。
　校舎内に附属病院リハビリテーションセンターがあり、訓練
スペースや道具等を診療と授業で共用していた。不便なこともあ
ったが、患者同士や患者と教職員・学生の距離はとても近かった。
実習室は、スペースに限りがあるため、学生が机に横になって実技
の練習を行い、休憩時間には教室後方のベランダに集い、青 と々
茂る松林を見ながら友との語らいに花を咲かせた。校舎4階は女
子寮で県外希望者が入寮できた。学業だけでなく、寝食を共にし
た寮生の結束は強固であった。
　現在に比べて狭いながらも、旧校舎・旧リハビリテーションセン
ターの中は、にぎやかで濃い時間が流れていた。

1974（昭和49）年	 3月	 理学療法士および作業療法士養成施設として	
厚生大臣から指定認可

	 3月	 川崎リハビリテーション学院設置認可　	
（設置者	財団法人川崎病院）

	 4月	 川崎リハビリテーション学院開校	
（初代学院長	水野祥太郎）	
理学療法学部（現	理学療法学科）、

　　　　　　　　　　　作業療法学部（現	作業療法学科）設置
1974（昭和49）年	 4月	 第1回入学式
1977（昭和52）年	 3月	 第1回卒業式
1979（昭和54）年	 7月	 設置法人を財団法人川崎病院から財団法人川崎医

学振興財団に変更
1993（平成		5）年	11月	 創立20周年記念式
1999（平成11）年	 3月	 専門学校川崎リハビリテーション学院に改称認可
2003（平成15）年	11月	 創立30周年記念式
2006（平成18）年	 4月	 設置法人を財団法人川崎医学振興財団から	

学校法人九曜学園に変更
	 9月	 校舎建て替え（北館棟新築）のため仮校舎ヘ移転
2009（平成21）年	 4月	 新校舎(北館棟)ヘ移転
2013（平成25）年	11月	 創立40周年記念式
2015（平成27）年	 4月	 リハビリテーション教育評価認定	

（一般社団法人リハビリテーション教育評価機構）

�～川崎リハビリテーション学院のあゆみ～
一路春風

旧リハビリテーション学院外観

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～

川崎リハビリテーション学院創立20周年記念式（1993年11月）

第1回卒業式（1977年3月）

「リハビリテーション学院旧校舎」の思い出

1978年～1997年

実習風景（理学療法学科） 授業風景（作業療法学科）旧校舎のロビー 階段教室での授業風景

学校案内の変遷

1998年～2016年 学生主導で業務の全てを行っている図書室
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Since  1974
川 崎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院

　「人
ひ

間
と

をつくる、体をつくる、医学をきわめる」。川﨑祐宣先生のお示しになった川崎学園の建学理
念は、分かり易く、無駄の無い、しかも教育に携わる者として、生涯追求して余りある目標です。学院
の学生諸君は、厳しい教育にじっと耐え、努力を惜しまず、血のにじむような思いをしながらセラピスト
として社会に巣立ち、全国的に活躍しています。一生を通じ、この理念を胸に秘めて努力を続ける
事でしょう。
� （川崎リハビリテーション学院創立20周年記念誌　平成５年11月12日発行より抜粋）

明石 　謙　
二代学院長（1984年4月～2004年3月）

思か わ ら ぬ 　  い

全国各地から学生が集う本学院では、忙しい中でも心を通わせ、
充実したキャンパスライフを送っている。

国家試験壮行会〔３年〕

卒業認定後、国家試験受験資格を得
た学生は、試験当日まで弛まぬ努力を
続ける。教員も、早朝や放課後に知識
の確認のために勉強会を実施するな
ど全力でサポートし、壮行会では毎年
「いつも通りにやれば大丈夫」と学生
たちに伝える。本学院は、3年間、信頼
できる学生を育てる教育を行うことで、
高い合格率を保持している。

明石賞授賞式
進級時に行う実力試験で優秀な成績を収めた
学生に、褒賞を授与している。二代学院長であ
る明石謙先生が創設した賞で、学生の向学心
向上に寄与している。

対面式〔1・2年〕

新入生オリエンテーション時に1年生と実習
着を着用した2年生が一堂に会し、2年生から
これからの学校生活の過ごし方を伝授すると
ともに、お互いの交流・親睦を深めている。

学園祭 学園の他施設より学生数が少ない分、1年生は全員参加し、チームワークと結束力の強
さが開学以来の伝統。仮装行列、模擬店、招待などさまざまな役割を分担して取り組み、
将来のチーム医療にも通じる経験をする。

　岡山県障害者スポーツ大会「輝いてキラリンピック」は、障がいの
ある人が競技等を通じてスポーツの楽しさを体験するとともに、県民
の障がいに対する正しい理解と認識を深めるために毎年5月に実施
されている。本学院では、入学後間もない１年生のほぼ全員がボラン
ティアとして参加し、参加者
の誘導等を手伝っている。学
生たちは、この活動を通じて
障がいのある人の社会参加
に関わり、貴重な経験となっ
ている。

「輝いてキラリンピック」ボランティア
　川崎学園祭に、毎年、旭川荘とまきび支援学校の生徒等約20名
を招待している。この「招待」は、学園祭実行委員の中でも本学院の
委員が中心となって行っており、医療福祉大学、医療短期大学、医
科大学の学生とチームを組み、招待客とともに学園祭の展示や模
擬店をめぐる。学生は、招待客の車
いすでの移動、模擬店での食事やト
イレなどの介助を通じて、障がい者
の視点からさまざまな体験をする。
招待客からも好評で、学生も医療、
福祉への道に進む手応えをつかむ。

「学園祭招待係」としての貴重な経験

障 が い 者 支 援 体 験 を 通 し て 育 む “ 思 い や り の 心 ”

学 校 行 事



 理学療法学科 

織り機 （開学～2010年ごろ）

　「鶴の恩返し」でしか見たことのない織り機。開学時には
養成校の備品として必須の物品だった。そもそも学生だけ
でなく教員にとっても謎の道具。授業で機織りするときは、
教員も慌てて使い方を予習し
たとかしないとか。織り機を使
って作業療法している病院は
ほとんどなく、授業でも取り扱
わなくなった。

　講義資料を映写する時に使用していた35mmスライ
ドの映写機。授業の準備をする際、マウントを落として
先生が並べていたスライドの順番がわからなくなり、肝
を冷やした覚えがある。

Time travel
  ～歴史を感じる懐かしい写真～
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運動療法基礎実習
患者の基本的動作能力の回復を図るために
実施する運動療法にはさまざまな内容があり、
教員の専門性を最大限に活用して実習指導
を行っている。写真はスポーツチームにトレー
ナーとして帯同している教員の指導のもと学
生がテーピングをしている場面。

義肢装具学
患者の基本的動作能力を回復させる上
で重要な義肢装具について学ぶ。
附属病院の診療で使用されている義肢
装具に実際に触れることができる。

基礎理学療法演習
この科目では、2年生が1年生に対し、患者への接遇
や評価実技の指導を行い、学生が自発的に学習する
習慣を身につける。上級生と下級生のつながりが強く、
教員だけでなく先輩学生からも多くのことを学ぶスタ
イルが学院創設以来の伝統である。

評価学基礎実習
理学療法評価のほとんどは、患者の体に触れ、
適切に指示しながら行う必要があり、座学だ
けでは身につけることができない。学生は放
課後にも教員の助言を受けながら技術の研
鑽に努める。

日常生活活動基礎実習
患者に体の使い方や動き方を適切
に伝えて、安全な移動方法を体得
してもらうことは、理学療法士の業
務の中でも特に重要。この実習では、
実際に指導する動作を学生自身が
繰り返し実施し、コツをつかむ。

充実した実習で知識・技術と人間性を兼ね備えた理学療法士を育成
　確かな知識と質の高い臨床実践能力を有するだけでなく、燃えるような探究心と愛あふれる豊かな人間性を持った
治療者を育てることを目標としている。

スライド映写機 
（1980年代～2000年ごろ）



 作業療法学科 

Since  1974
川 崎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院
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トピックスTopics

技術論実習
臨床場面で必要な援助方法を学ぶ実習科目。
疾患の特性に応じた日常生活動作の方法や
さまざまな福祉用具の使用方法を体験する。
治療用のスプリント（装具）や自助具の作製
法を学び、実際に作製する。

身体障害治療学Ⅴ
主に義手と上肢装具の適応や目的につい
て学ぶ。講義の中で実物を手に取ったり、
ダンボールで仮義手を作成したりしながら、
部品の役割や操作法などを実感。

臨床実習Ⅰ
1学期に「評価実習」
で身体機能や認知機
能、社会背景も含め
て患者をとらえる。2
～3学期には評価に
基づいて治療・援助
計画を立て、実施す
る。実習ごとに教員へ
質問したり指導を受
けたりしながら考え方や治療技術について学ぶ。

豊富な実習で質の高い作業療法士を育成
　作業療法士に必要な人間への興味や思いやりを身につけるとともに、具体的な援助として実施するために必要な知識と
技能を習得する。さらに、自ら学ぶ向学心も育てる。

基礎作業学実習
手工芸を体験し作品を作り、それらの体験が
身体運動や認知機能、心理的側面へ与える
効果や影響について分析する。作業療法の
場で行うさまざまな活動の目的を学ぶ。

骨・筋の口頭試問〈１年〉

　運動器に関する知識を身につけ
るため実施。筆記試験ではなく、実
物模型を前に教員から出題される
口頭試問は、学生にとっては大きな
試練である。

実習開始式〈２年〉

　「臨床実習Ⅰ」の開始前に
実施。附属病院長、療法士長
からの訓示や、学生の代表者
による宣誓などを行い、学生
たちは臨床現場での実習に
向けて一層気を引き締める。
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「扶
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」額

医 学 生 への 訓 戒

医科大学　学習の手引き

　幕末の大阪で私塾「適塾」を開き、多くの人材を輩出し、日本近代医学の祖と言われた蘭学者・
緒方洪庵（岡山市足守出身）の『扶氏医戒之略』に、「名利安逸を思わず己を捨てて唯人を救わん
ことを希うべし（楽な生活をしようとか、名誉や利益を得ようと考えずに、ひたすら自分を犠牲にして、
人を救うことのみを願うべきである）」という言葉があります。
　川﨑祐宣先生は、医の原点に立ち返った医学教育確立のため、全国に先がけて私立の新設医科
大学を設置し、何よりも人間性を重視し、「人

ひ

間
と

をつくる」ことを根底とした医学教育を進めました。
建学の理念「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　医学をきわめる」には、『扶氏医戒之略』と重なるものが
あります。
　『扶氏医戒之略』は、「学生たちがすぐ読めるように」との祐宣先生の思いにより、額におさめられ、
現在も医科大学図書館と附属高校図書室に掲げられています。また医科大学では、新入生オリエン
テーションガイド、学習の手引きに掲載されており、医の道を志す学生の戒めとなっています。

医科大学（図書館）

附属高校（図書室）
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